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1. はじめに
近年，EC サイトにおける衣服販売の市場規模は成長

傾向にある．しかし，ECサイトでユーザが自身の好み
に合致する衣服を見つけることは難しい．さらに，衣服
購入における問題点として，コーディネートのマンネリ
化がある．例として，1週間に何回も同じ衣服のコーディ
ネートを着てしまうことが挙げられる．コーディネート
のマンネリ化を防ぐために，ユーザが自身の好みに合致
し，かつこれまでの自分の発想にはなかった新規性のあ
るコーディネートが実現できるような，衣服の購入を求
められている．
本研究では，新規性があり，かつ，ユーザの好みに合っ

たコーディネートを実現するために，ユーザが自らと似
ているモデルが着用している衣服をもとに，コーディネー
トを推薦する手法を提案する．提案手法では，モデルが
着用しているが，ユーザはこれまで着用しようとしな
かった衣服をそれぞれのコーディネート例から得られる
衣服の差集合から求める．

2. 衣服購入におけるモデルの存在意義
ECサイトでは，ユーザはモデルを参考に衣服購入を

検討する．体型，雰囲気，肌の色が自分と似ているモデ
ルを自分に置き換えて考えることで，自分が実際に着た
ときのイメージがしやすいためである．このようなモデ
ルのコーディネートは，ユーザ自身の好みに合致する可
能性が高い．また，一般にECサイトには，同一のモデル
に対して複数の衣服やコーディネートの着用画像が存在
する．そのため，同一のモデルが着用しているコーディ
ネートは変化に富む．したがって，そのモデルのコーディ
ネート群は，ユーザ自身の好みに合致し，かつ今まで自
分の発想になかったコーディネートを含んでいると考え
られる．そこで，ユーザの好みに合いつつも自分の発想
にはなかった衣服を，モデルを利用して推薦できると考
えられる．

3. ユーザの発想範囲外衣服の推薦手法
3.1 差集合による推薦コーディネート抽出方法
本研究では，トップス 1 枚とボトムス 1 枚から成る

コーディネートを扱う．本手法はボトムスとトップスの
一方から他方の順で選定するが，本文では一般性を失わ
ずボトムスからトップスの順の選定を対象とする．本手
法は，ユーザが好むモデルが着用しているコーディネー
トから，ユーザの好みに合致し，かつ今まで発想にな
かったコーディネートを抽出し推薦する．モデルが着用
するコーディネートの中には，ユーザの好みではないも
のや，ユーザの発想の範囲内のものもある．ただし，ボ
トムスかトップスのうちどちらかがユーザの衣服の好み
に合致している場合，そのコーディネートはユーザが好
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図 1: 手法の全体図

むコーディネートに合致する可能性が高いと考えられる．
また，ユーザがこれまで組み合わせたことのないトップ
スとボトムスのコーディネートは，ユーザの発想の範囲
外であると考えられる．そこで，モデルが着用している
コーディネート群の中から，次の条件を満たすコーディ
ネートを推薦することができれば，ユーザの好みに合致
し今まで発想の範囲外であるようなコーディネートの推
薦が実現できる：(i)類似したボトムスをユーザが所持し
ている，あるいは類似した特徴のトップスを所持してい
る．(ii)トップスは，ユーザが当該ボトムスとこれまで
組み合わせたことのないような特徴を持つ．
図１に示すように，ユーザは予め，着用履歴のあるコー

ディネートの写真を入力する．これによりユーザの所持
衣服とコーディネート履歴が登録される．同時に，ユー
ザは，いくつかのモデル候補の画像の中からモデルを 1
つ選択する．ユーザがモデルを選択することで，ユーザ
の好みとかけ離れたコーディネートになることを防ぐ．
この選択されたモデルをアバターモデルとする．ユーザ
は日常的に所持衣服やコーディネート，アバターモデル
１人を適宜登録していく．推薦時は特に何も入力しなく
ても推薦結果を受け取れる．次に，ユーザとモデルの類
似度の高いボトムスの組を抽出する．このとき抽出され
たボトムスの組を，枢軸ボトムスの組と呼ぶ．
ユーザのコーディネート着用履歴から，ユーザの発想

の範囲内において枢軸ボトムスと組み合わせたトップス
集合を抽出する．それらの特徴を導出すれば，ユーザが
枢軸ボトムスと組み合わせるであろうトップスの特徴を
示す発想指標値集合となる．一方，モデルの着用コーディ
ネート群から，枢軸ボトムスと組み合わせるトップス集
合を抽出する．これをモデルの着用衣服集合とする．モ
デルの着用衣服集合のうち，ユーザの発想指標値集合内
のどの特徴とも一致しない特徴のトップスは，ユーザが
枢軸ボトムスと組み合わせる発想を持たないものと考え
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られる．そこで，ユーザの発想指標値集合内に含まれず，
モデルの着用衣服集合のトップスが持つような特徴群の
集合を求める．これをユーザの発想外指標値集合とする．
最後に発想外指標値集合にある特徴を持つトップスを

モデル着用衣服集合から抽出し，ユーザが所持する枢軸
ボトムスとのコーディネート例としてユーザに推薦する．

3.2 ユーザ所持衣服登録とアバターモデル選択
ユーザは，所持衣服の各着用コーディネートの写真画

像を撮り，本手法を搭載したシステムに入力する．シス
テムは入力された各画像を分析し，着用しているトップ
スとボトムスの指標値を取得する．ここで指標値とは衣
服の特徴のことである．これにより，ユーザの所持トッ
プス・所持ボトムスとその色を登録する．また各着用コー
ディネートにおいて，どの所持トップスと所持ボトムス
を組み合わせたのかを登録する．本手法では衣服の特徴
として，衣服の色を用いる．衣服選択において，衣服の
色が重要である [1]．衣服の色を表現するため，色相，彩
度，明度を指標とし，ある衣服の指標値をそれぞれ，色
相 h,彩度 s,明度 bとして実数値で表現する．システム
設計者はあらかじめ，世界中のファッションブランドの
系統ごとにモデルを登録し，そのモデルの所持衣服を設
定しておく．ユーザは推薦を受けるときに，そのモデル
群の中からアバターモデルを一人選択する．

3.3 枢軸ボトムス組の抽出
ユーザの好みに合致するコーディネートをアバターモ

デルの着用コーディネート群から抽出するには，ユーザが
所持するボトムスを用いた，アバターモデルの着用コー
ディネートを求めればよい．しかし，アバターモデルの
着用コーディネート中のいずれかのボトムスを，ユーザ
が所持しているとは限らない．そこで，特徴がもっとも
類似したアバター着用のボトムスとユーザの所持ボトム
スを枢軸ボトムスの組とし，枢軸ボトムスを用いたアバ
ターモデルの着用コーディネートを求めることとする．
まず，次のように枢軸ボトムスの組を求める．ユーザの
あるボトムスを B = (h, s, b)，アバターモデルのあるボ
トムスを B′ = (h′, s′, b′)とする．B = (h, s, b)という
表記は，ボトムス B の衣服色が色相 h，彩度 s，明度 b
であることを示す．BとB′の特徴の類似度 Sim(B,B′)
を数式 (1)により計算する．

Sim(B,B′) =
1

(Wh|h− h′|+Wb|b− b′|+Ws|s− s′|)
(1)

重みづけ変数としてWhは比較的大きな値，WsとWb

は小さな値を設定する．色相の重みづけ変数に大きな値，
彩度と明度の重みづけ変数に小さな値を設定する理由
は，個人の好む色相は定まっており，彩度と明度は人間
の目では細かく識別しにくいと考えられるためである．
Sim(B,B′)の値が大きいほど類似度が高いことを示す．
ユーザのボトムスBとアバターモデルのボトムスB′の
すべての組み合わせについて特徴の類似度 Sim(B,B′)
を計算する．類似度の最も高いボトムスの組 (B,B′)を
枢軸ボトムスペアとする．

3.4 ユーザ発想指標値集合とモデル着用衣服集合の抽出
ユーザの枢軸ボトムスを使った，ユーザの発想の範囲

内と考えられるコーディネートのトップスの特徴である

発想指標値集合を求める．3. 節の方法により抽出され
た枢軸ボトムスペアとコーディネート履歴にあるユーザ
およびアバターモデルのトップス群を，登録された衣服
からそれぞれ抽出する．抽出されたトップス群を基に，
ユーザの発想指標値集合 I と，アバターモデルの着用
トップス集合 I ′を求める．発想指標値集合 I は式 (2)の
ように示される．彩度と明度の許容できる差異をそれぞ
れε，δとおく．

I =

n∪
i=1

{(hi, [si − ε, si + ε], [bi − δ, bi + δ])} (2)

3.3節に述べた理由から，彩度と明度は，多少異なっ
ていても，ユーザにとって同じ特徴とみなせると考えら
れる．よって好みの色相について和をとった発想指標値
集合 I はユーザの好みに合致し，かつユーザの発想の範
囲内と考えられるトップスの特徴を表現している．

3.5 推薦対象トップスの抽出
3.4節で求めた I と I ′の一致性を求める．ユーザの発

想指標値集合 I の中のあるトップス T，アバターモデル
の着用トップス集合 I ′の中のあるトップス T ′について，
T = (h, [s− ε, s+ ε], [b− δ, b+ δ]), T ′ = (h′, s′, b′)
が，3つの条件 (3)(4)(5)を満たすとき，T と T ′は一

致しているとみなす．

h = h′ (3)

s′∈ [s− ε, s+ ε] (4)

b′∈ [b− δ, b+ δ] (5)

I と I ′ の一致集合を C とし式 (6)で定義する．

C = {(h′, s′, b′)|(h′, s′, b′) ∈ I ′,

(h′, [s− ε, s+ ε], [b− δ, b+ δ]) ∈ I,

s′∈ [s− ε, s+ ε], b′∈ [b− δ, b+ δ]}
(6)

式 (7)で示されるトップス集合Rにより，ユーザの発
想になかった推薦対象のトップスを抽出できる．

R = I ′ \ C 　 (7)

システムは，推薦対象のトップス集合Rにあるトップ
スと，3.3節で抽出した枢軸ボトムス組のボトムスと組
みあわせて，コーディネート例としてユーザに推薦する．

4. おわりに
本論文では，ユーザのコーディネートのマンネリ化を

防ぐために，ユーザの好みに合致し，かつ今まで発想に
なかったコーディネートが実現できる衣服を推薦する手
法を提案した．今後，本手法の有効性を検証する．
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